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町
民
文
芸

短
　
歌

県
体
の
入
賞
目
ざ
し
て
秋
霖
の
中

練
習
に
励
む
Ｇ
・
Ｇ
選
手
団

北
野
津
　
宮
本
　
末
秋

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
氷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は

月
光
吸
ひ
て
泣
く
如
き
か
な

北
野
津
　
井
田
　
道
寛

外
灯
の
設
置
さ
れ
た
し
星
空
も

見
え
ず
田
舎
も
街
と
な
り
け
り

西
野
津
　
古
崎
ス
エ
ノ

黄
金
色
朝
日
に
染
ま
る
刈
入
れ
田

稲
穂
ふ
く
ら
む
秋
高
し

西
野
津
　
古
崎
　
栄
子

秋
風
に
染
ま
る
紅
彼
岸
花

我
家
の
庭
に
も
秋
が
そ
ろ
い
て

南
鹿
野
　
尾
崎
　
京
子

ト
ラ
ン
プ
や
安
倍
首
相
等
は
サ
ミ
ッ
ト
の

少
女
の
言
葉
如
何
に
聞
く
ら
む

西
上
宮
　
村
内
　
一
誠

原
爆
の
瓦
礫
に
立
て
る
少
年
の

背
に
は
声
無
き
幼
子
負
え
り

吉
　
本
　
髙
瀨
　
道
昭

賜
は
り
し
種
苗
を
植
ゑ
て
早
や
数
年

今
年
も
咲
き
ぬ
黄
の
彼
岸
花

吉
　
本
　
髙
橋
　
澄
子

俳
　
句

青
き
空
飛
行
機
雲
が
線
を
引
き

ど
こ
え
と
続
く
夢
の
細
道

上
鹿
島
　
前
村
　
俊
子

秋
霖
に
除
湿
モ
ー
ド
の
入
れ
っ
放
し

北
野
津
　
宮
本
　
末
秋

北
野
津
の
朱
欒
は
青
を
深
め
け
り

北
野
津
　
井
田
　
道
寛

診
療
所
そ
っ
と
活
け
有
る
桔
梗
か
な

西
野
津
　
古
崎
ス
エ
ノ

ふ
り
か
え
り
共
に
歩
ん
だ
雨
と
晴

南
鹿
野
　
尾
崎
　
京
子

広
き
川
鮎
と
る
網
の
し
く
み
あ
り

町
　
　
　
香
山
菊
童
子

秋
の
夜
一
睡
し
た
る
俳
句
詠
む

西
野
津
　
古
崎
　
栄
子

道
の
駅
特
産
の
梨
勢
揃
ふ

吉
　
本
　
髙
橋
　
澄
子

庭
中
を
裸
に
し
た
る
野
分
か
な

西
上
宮
　
村
内
　
一
誠

十
五
夜
の
令
和
元
年
月
灯
り

上
鹿
島
　
前
村
　
俊
子

秋
の
夜
空
に
ク
ッ
キ
リ
と
半
月
輝
き

星
光
る
明
日
も
平
和
で
過
ご
せ
る
様
に
と

祈
る
が
如
く
手
を
合
わ
す

東
上
宮
　
　
　
Ｈ
，
Ｏ

漱
石
と
家
族
と
「
漱
石
山
房
の
人
々
」

法
道
寺
　
本
田
　
花
風

　「
漱
石
の
作
家
的
出
発
を
め
ぐ
っ
て
」
漱
石
文
学

の
原
点
は
、
漱
石
が
な
ぜ
作
家
夏
目
漱
石
と
し
て
出

発
す
る
か
は
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
、
明
白
に

解
き
が
た
い
面
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
を

論
じ
る
に
は
、
一
言
で
論
じ
が
た
い
。
見
逃
せ
な
い

論
点
は
、
三
つ
あ
り
、
一
つ
は
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
漱

石
の
位
相
（
物
理
学
的
で
難
解
な
言
葉
）、
二
つ
目

は
正
岡
子
規
と
の
関
係
、
三
つ
め
は
「
吾
輩
は
猫
で

あ
る
」
と
「
漾
虚
集
」
と
の
関
係
、
と
三
好
行
雄

ら
四
人
の
大
学
教
授
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け

る
熊
坂
敦
子
の
序
説
で
あ
る
。
内
容
の
豊
富
さ
か

ら
、
丸
一
日
が
か
り
の
シ
ン
ポ
と
思
わ
れ
た
。

　「
位
相
」
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
る
言
語
。
調
べ

る
と
「
人
文
学
に
於
い
て
は
、
そ
の
言
語
を
、
ど
う

い
う
集
団
が
ど
う
い
う
場
面
で
使
う
か
に
よ
っ
て
異

な
る
、
言
語
の
様
相
と
あ
る
」　
こ
れ
が
ロ
ン
ド
ン
に

お
け
る
漱
石
の
位
相
が
、
な
ん
で
あ
る
か
皆
目
理
解

で
き
な
い
。
や
っ
ぱ
り
、
こ
ん
な
お
堅
い
テ
ー
マ
を

論
じ
な
け
れ
ば
漱
石
は
解
ら
な
い
こ
と
が
十
分
わ

か
っ
た
。
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
明
治
と
い
う
時
代
を
生
き
て
き
た
文
豪
漱
石

は
、
今
、
死
の
床
に
つ
い
て
い
た
。

　
漱
石
は
明
治
四
十
三
年
六
月
、『
三
四
郎
』『
そ

れ
か
ら
』
に
続
き
『
門
』
を
執
筆
中
に
胃
潰
瘍
で
入

院
、
八
月
伊
豆
の
修
善
寺
で
療
養
に
至
る
が
、
大

吐
血
を
起
こ
し
、
生
死
の
間
を
彷
徨
う
危
篤
状
態

に
陥
る
。
こ
れ
が
「
修
善
寺
の
大
患
」
と
呼
ば
れ
る

事
件
で
あ
る
。

　
こ
の
時
の
一
時
的
「
死
」
の
体
験
が
そ
の
後
の
作

品
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

投
稿
に
つ
い
て

・
楷
書
で
記
入
し
、
漢
字
に
は
全
て
読
み
が

な
を
ふ
っ
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

・
内
容
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
電

話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
毎
月
８
日
必
着

※
掲
載
は
1
人
あ
た
り
短
歌
・
俳
句
・
詩
の
そ

れ
ぞ
れ
一
句
ず
つ
と
な
り
ま
す
。

※
遅
れ
て
投
稿
さ
れ
た
場
合
掲
載
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

投
稿
先
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詩

働くことや将来の就職に悩みを抱えている
皆さんとそのご家族の方へ

　皆さんの心配事や不安に寄り添い「働きたい」という気持ちを応援
しています。無料にて実施していますので気軽に相談してください。
なお、詳細はホームページからもご覧になれます。
◆対　象　15歳から 39歳までの求職中の人、またはそのご家族
◆費　用　無料
◆その他　日曜、月曜、祝日は定休日です
　 若者サポートステーションやつしろ　☎0965－37－8739




